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発表内容
　高速道路は、スポー
ツ面や文化面など、私
たち高校生に多くの交
流の場を与え、人との
つながりを広げるもの
と思っています。
　そのためにも東九州
自動車道の早期整備を
お願いしたいです。

発表内容
　高速道路ができるこ
とで、救急医療における
救命率の向上や人口流
出の歯止めなどさまざ
まな可能性が広がりま
す。私たち若者にとって、
高速道路は未来に近づ
く道路でもあり、未来
を引き寄せてくれる道
路になると思います。

発表内容
　高速道路で緊急の患者を
より早く病院へ搬送できた
り、部活動の活性化が考え
られます。また、インフラ
整備による都市と地方の経
済格差を少なくできるので
はないでしょうか。

1200人の前で意見発表

国交省の青木道路局次長に意見発表
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つなげよう東九州自動車道
次世代を担う福島高生も必要性を訴えています。

●問い合わせ先＝東九州道・中心市街地対策課　☎内線４３７

　日頃から地域の課題や魅力を精力的に研究し
ている福島高生が、東九州自動車道の必要性に
ついてさまざまな場所で高校生の視点から意見
発表を行ってきました。
　平成28年３月と11月には、東京・霞ケ関の国
土交通省を訪れ、国土交通大臣ら関係者に東九
州道の早期整備に対する思いを伝え、10月には、
総決起大会において意見発表を行いました。
　今回は、昨年福島高生が活動してきた高速道
整備を求める取り組みについてご紹介します。

高規格幹線道路網図
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HCV-RNA
セロタイプ 薬　剤　名 投与

期間 例数 ＳＶＲ
（著効率）

１型 ダクラタスビル+アスナプレビル 24週間 23例 91.3％

１型 ソホスブビル+レジパスビル（ハーボニー） 12週間 15例 100％

２型 ソホスブビル+リバビリン 12週間 11例 100％

串間市民病院における
インターフェロンフリー治療

Ｎ＝49
平成26年８月～平成28年11月

15  Kushima City Public Relations, 2017.1, Japan 広報 　　　　  14

著：串間市民病院 院長
黒木  和男 Kazuo Kuroki
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　大臣の前で発表できる機会は
一生に一度きりだと思うので、
串間の高校生の代表として、と
ても貴重な経験ができました。
知事や市長が要望活動で何度も
足を運んでいるということも知
り、自分たちの活動が少しでも
高速道整備の後押しにつながれ
ばと思います。これから若者の
視点で発表できる機会がもっと
増えるといいですね。

　総決起大会では、自分で立候
補して意見を発表させていただ
きました。もともと高速道路が
通ってくれたらいいなという思
いはありましたが、発表内容を
考えるにあたって、さまざまな
面でさらに必要性を感じるよう
になりました。将来的には、串
間で働きたいという思いもある
ので高速道路が早くつながって
ほしいですね。


